
と
小
学
校
が
開
設
し
ま
し
た
。
三

橋
中
学
校
と
大
和
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め

再
検
討
し
ま
す
。
義
務
教
育
の
９

年
間
を
見
通
し
、
柳
川
の
特
性

を
生
か
し
た
教
育
を
実
現
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聴
い
た

上
で
、
最
高
の
教
育
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

□
主
な
事
業

●
小
中
学
校
給
食
費
の
助
成
拡
充

●
学
校
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
再
検
討

●
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教

育
の
充
実

●
柳
川
市
の
文
化
や
歴
史
な
ど

郷
土
愛
を
醸
成
す
る
取
り
組
み

●
不
登
校
の
児
童
生
徒
や
保
護

者
に
対
す
る
相
談
体
制
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

「
柳
川
市
の
特
徴
を

生
か
し
た
仕
事
づ
く
り
」

　
雇
用
が
な
け
れ
ば
、
柳
川
市

に
住
み
続
け
る
こ
と
は
か
な
い

ま
せ
ん
。「
子
育
て
世
代
や
教
育

へ
の
支
援
」
と
「
仕
事
づ
く
り
」

を
車
の
両
輪
と
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
前
に
進
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
は
所
得

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
後
継
者
や
新
規
就
業
者

が
農
業
や
漁
業
を
生な
り
わ
い業

と
し
た

い
と
思
え
る
産
地
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
を
始

め
る
に
は
、
非
常
に
大
き
な
初

期
投
資
が
必
要
で
、
新
規
就
業

の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
を
辞
め
ら
れ
る
方
の
資
材

を
新
規
就
業
者
に
継
承
し
、
新

規
就
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す

る
こ
と
で
、
参
入
を
促
進
し
ま

す
。

□
主
な
事
業

●
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
ス

マ
ー
ト
農
業
や
高
収
益
型
農
業

の
推
進

●
ノ
リ
養
殖
の
不
作
の
原
因
究

明
や
二
枚
貝
の
養
殖
、
ガ
ザ
ミ

や
エ
ビ
の
再
生
な
ど

●
市
内
の
中
小
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や

雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
、
起
業
就
業

支
援

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進

「
心
身
と
も
に

元
気
で
長
生
き
で
き
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」

　
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で
の
全

て
の
市
民
が
元
気
に
活
躍
し
、
楽

し
く
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て

い
く
に
は
、
地
域
住
民
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
集
ま
る
場
を
提
供
し
協

議
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
主
な
事
業

●
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
促
進

●
健
康
教
室
の
実
施

●
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進

●
年
齢
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

「
災
害
に
強
い

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
想
定
外
の

大
雨
に
よ
る
水
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
は
私
た
ち
の
記
憶
に
も
い
ま

だ
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
た
め
、
的
確
な
情
報

発
信
と
迅
速
な
避
難
指
示
を
行
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

□
主
な
事
業

●
デ
ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成

●
災
害
の
被
害
状
況
や
避
難
所
の

利
用
状
況
な
ど
災
害
の
見
え
る
化

●
地
域
防
災
組
織
の
構
築

●
樋
門
樋
管
の
自
動
化

　

以
上
が
、
私
の
描
く
基
本
方

針
で
す
が
、
実
現
す
る
た
め
に

は
財
源
確
保
に
も
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
全

国
に
通
用
す
る
商
品
を
開
発
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
大
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
、
本
市
は
合
併
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

柳
川
市
は
旧
市
町
の
長
所
を
生

か
し
あ
う
こ
と
で
成
長
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
を

止
め
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
、
柳
川
市
一

丸
と
な
っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。「
柳
川
で
生

ま
れ
た
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫

が
、
柳
川
で
育
ち
、
学
び
、
働

き
、
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
市
長
と
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
状
況

に
応
じ
て
地
に
足
を
つ
け
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
行
動
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
表

明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
柳
川
市
で
生
ま
れ
育
ち
、

60
年
間
こ
の
地
で
過
ご
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
、

た
く
さ
ん
の
友
人
た
ち
と
共
に

田
ん
ぼ
や
畑
、
掘
割
な
ど
自
然

と
触
れ
合
い
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
の
温
か
い
愛
情
を
受
け
な

が
ら
成
長
し
ま
し
た
。
柳
川
市

役
所
に
入
庁
し
、
35
年
６
カ
月

の
勤
務
の
中
で
、
着
実
に
都
市

基
盤
や
産
業
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
く
一
方
、
農
業
や
漁
業
、

商
店
街
が
、
少
し
ず
つ
活
気
が

な
く
な
る
様
を
目
の
当
た
り
に

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
豊
か
な

自
然
や
文
化
を
残
し
、
以
前
の

よ
う
に
人
々
が
に
ぎ
わ
い
、
各

産
業
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
た

い
、
私
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
に

豊
か
で
希
望
の
持
て
る
柳
川
市

を
引
き
継
ぎ
た
い
と
強
く
思
い
、

出
馬
を
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の

初
心
と
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
胸
に
４
年

間
、
全
身
全
霊
で
市
政
発
展
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
柳
川
で
生
ま
れ
た
私
た
ち
の

子
ど
も
や
孫
が
、
柳
川
で
育
ち
、

学
び
、
働
き
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
に
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
次
の
５
つ
の

重
点
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

「
子
育
て
に
優
し
い

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
充

に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
は

病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
医
療

費
は
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
ま
で
の
入
院
や
通
院
を

無
償
化
す
る
こ
と
で
、
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
不
妊
治
療
の
支

援
を
求
め
る
声
も
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
不
妊
治
療
へ
の

支
援
は
、
人
口
減
少
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
本
市
に
と
っ
て
、

す
ぐ
に
で
も
行
う
べ
き
施
策
で

す
。

□
主
な
事
業

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
充

●
不
妊
治
療
の
支
援

●
学
童
保
育
待
機
児
童
ゼ
ロ

●
コ
ミ
セ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

「
子
ど
も
の
た
め
の

　
　
教
育
環
境
づ
く
り
」

　
小
中
学
校
の
給
食
費
の
助
成
拡

充
に
取
り
組
み
ま
す
。今
年
度
は
、

ま
ず
小
学
校
の
無
償
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
来
年
度
以
降
、
政
府
の

子
育
て
政
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
形

で
の
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
中

学
校
の
無
償
化
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
次
に
学
校
再
編

に
つ
い
て
、
４
月
、
大
和
地
区
の

６
つ
の
小
学
校
が
統
合
し
、
や
ま
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松永市長が所信表明松永市長が所信表明

「柳川で生まれた私たちの子どもや孫が
柳川で育ち、学び、働き、暮らせる
まちづくり」の実現へ

　6 月 12 日に行われた令和 7 年第 3 回柳
川市議会定例会で、松永市長が所信表明を
行いました。今後のまちづくりの方針など
を示した内容を要約して紹介します。

所信表明全文
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４億 8600 万円
　佃町の旧クリーンセンター跡地
に市民グラウンドを整備します 。
●グラウンド 
▷広さ＝約 1 万 1600 ㎡
▷クレイ舗装＝ 約 7250 ㎡
▷ウォーキングコース＝ 1 周
400 ｍ
▷ 芝生エリア ＝約 2700 ㎡
※ グラウンド周辺に 5 ｍの防球

ネットを設置します。

●駐車場　約 140 台
●トイレ　災害時にも利用でき
る防災トイレ（災害時は移動可）
を設置

スポーツ環境の充実

市民グラウンドを整備

　水路整備事業費　
4 億　540 万円
道路整備事業費

  3 億 4200 万円　

　市内の水路や道路を整備
し、 より便利で安心して暮
らせるまちづくりを進めま
す。また梅雨前線や台風時
の大雨の冠水対策を行い、
安全面と防災面の強化を図
ります。

安全と防災の強化

水路・道路整備

3110 万円
　スマートフォンなどで施設
予約や使用料の支払いが可能
になります。対象は体育施設
や市民文化会館、コミュニ
ティセンターなど 58 施設。
また、体育施設など 29 施設
にリモートロックシステムを
導入し、 鍵がなくてもスマー
トフォンで開錠や施錠ができ
るようになります。

公共施設の利便性向上

スマホで簡単に施設予約

今年度の主な事業
　令和７年度一般会計補正予算が６月の市議会定例会で可決・成立しまし
た。今回の補正予算は松永市長の公約を実現するための「肉付け予算」と
して 25 億 1318 万円を計上。補正後の予算総額は 376 億 5318 万円と
なっています。そこで今回は、松永市長が公約に掲げる「子育てに優しい
まちづくり」「子どものための教育環境づくり」「柳川市の特徴を生かした
仕事づくり」「心身ともに元気で長生きできる高齢者や障がい者にやさし
い地域づくり」「災害に強いまちづくり」の５つの施策に沿って進める主
な事業を紹介します。

施策を支える
5つの柱

100 万円
　不妊に悩む夫婦（事実婚を含
む）を支援するため、不妊治療
費の一部を助成します。
●対象　８月１日以降に治療を
開始し、県の先進医療の助成を
受けた人
●助成額　不妊治療費（先進医
療）の２割、上限５万円
※ 県の助成額は不妊治療費（先

進医療）の７割、上限５万円

不妊に悩む夫婦を支援

不妊治療費を一部助成

●子ども医療費負担額（10月診療分から）
3 歳未満 就学前 小学生 中学生

  現行 無料 無料
1 月当たり

500 円
1 月当たり

500 円

10 月～ 無料 無料 無料 無料

931 万円
　子ども医療費の助成を拡充
し、10 月から小中学生の通院
医療費を無償化します。

医療費の助成を拡充

子ども医療費を無償化

7949 万円
　保護者負担を軽減するため夏休み明けの８月下旬から
小学校児童の給食費を無償化します。

保護者負担を軽減

小学校の給食費無償化

●小学校給食費負担月額（8月下旬から）
保護者負担 市負担 合計

  現行 3900 円 1100 円 5000 円

8 月
下旬～ 無料 5000 円 5000 円

5 億 4281 万円
　小中学生の学習用タブレット
端末を 4750 台購入し、教育環
境の充実を図ります。

教育環境の充実

学習用タブレット端末購入
子どもたちの安全安心を

スクールバス停整備

1784 万円
　雨や夏場の強い日差しを遮る
ための屋根がない、やまと小学
校と旧大和小学校の停留所に屋
根付きのバス停を設置します。

1363 万円
　大潮満潮時に物揚場が浸水し
て漁業活動に支障が出ている両
開漁港。国の補助事業を活用し
て、 両開漁港の嵩上げを実施す
るため、 基本計画を策定します。

漁業活動を支援

両開漁港の嵩上げ

1 億 591 万円
　JA 柳川が再編整備する東部
地区カントリーエレベーターの
建設費を補助します。

農業振興を支援

カントリーエレベーター補助

1250 万円
　大和地区の小学校再編によ 
って３月で閉校した 3 小学校

（旧大和小、旧有明小、旧皿垣小）
の跡地を企業誘致を目的とした
売却に向けて測量します。

企業誘致の推進

学校跡地売却へ土地の測量

※   中学校の生徒には毎月 1500 円を市が負担しています。
　保護者負担は 4600 円です。

主な事業を
紹介します

補正予算で
計上した


